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今月の表紙
10 月 15 日・16 日に開催された九重ふるさと
祭りの様子です。2日間で延べ 4,000 人を超え
る来場を記録し大盛況の中閉会しました。
▶関連記事は２ページから掲載

特集「帰ってきたふるさと祭り」



　メイン会場では、バザーコーナーや佐世保コーナー、ここのえ～もの市、働く車コーナー
などさまざまな展示や出店がありました。また、今年は例年の大抽選会に加え、無料の
ガラポンコーナーもあり、会場内に「あたり」の鐘が鳴り響いていました。
　その他の会場では、少年野球大会やゲートボール大会などのスポーツ大会、食育講演
会や絵画や写真などの各種作品展が開催されました。
　文化センター内の作品展では、当日贈呈式のあった工藤和男氏の絵画もみることが
でき、来場された皆さんは真剣な目で作品を鑑賞されていました。

▲アンケート
二次元コード

▲ガラポンコーナー

▲バザーコーナー

▲食育講演会

▲ここのえ～もの市

▲働く車コーナー ▲木工教室

▲佐世保市の特産品販売

▲少年野球大会 ▲作品展
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　ステージイベントでは、郷土芸能やバンド
演奏など町内外の様々なグループが日頃の
成果を披露されていました。また、今年は
16日にウルトラマンショーが開催され、小
さなお子さんたちが目を輝かせてショーを楽
しんでいました。
　閉会式後には、１等 20,000 円相当の賞
品が当たる大抽選会が開催され、最後まで
盛り上がりをみせていました。

　10 月 15 日、16 日にかけて九重ふるさと祭りが開催されました。
新型コロナウイルス感染症の影響で３年ぶりの開催となったふるさと
祭りは、危ぶまれた天候にも恵まれ、２日間で延べ 4,000 人以上の
町内外の皆さんが来場し、大盛況のうちに終えました。

▲wazuma
マジックショー

▲ここのえ夢クラブキッズダンス

▲ここのえ緑陽中学校吹奏楽演奏

▲佐世保キャンディーズのステージ

▲ウルトラマンショー
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10
26 町民の情報リテラシー向上へ

（左から）ソフトバンク株式会社	今村部長、日野町長

　１０月２６日、ソフトバンク株式会社と「デジタル活用支援
員育成と町民の情報活用能力向上のための事業連携協定」
を締結しました。
　今後、協定に基づき、スマートフォン教室やデジタル化
促進に向けた相談会などを協力して実施していきます。
　ソフトバンク株式会社の今村部長は、「継続的な活動を
通して、情報格差の解消やリテラシー向上など地域貢献に
努めていきたい」と意気込みを述べられました。

10
18 大分県教育奨励賞受賞報告

（左から）日野町長、進孝美さん

　１０月１８日、進孝美さんが大分県教育奨励賞の受賞
報告に訪れました。
　同氏は、小中学校で「いのちの授業」に１０年間
ボランティアで取り組まれており、その功績が認めら
れ、受賞をされました。
　進さんは、「医療・介護は、かけがえのない “いのち”
に携わる大切なもの。誰かやらなければならないもの
ならば、自分がその誰かになろうと考えてくれる“ 九重
の子どもさん ”に出会えることを信じて、今後も続けて
いきたいです。」と話されていました。

10
22 第２弾オリジナルマンホール

デザインは作中で登場する魔法陣をイメージしています

　１０月２２日、九重 “夢 ”大吊橋のオリジナルマンホール
企画第２弾で製作されたマンホール蓋が公開されました。
　本企画は、今年生誕３０周年を迎えたマンガ『魔法陣
グルグル』と提携し、オリジナルのマンホールを製作し
たもので、昨年に引き続いて第２弾となっています。
　今回製作されたマンホール蓋は作中で登場した魔法
陣デザインで、中村側エリア、北方側エリアにそれぞれ
設置されています。

10
18 キスゲの会県知事表彰報告

（左から）日野町長、赤峰智子会長、
森八重子副会長、大津留弓子班長

　１０月１８日、飯田地区のボランティアグループ「キス
ゲの会」が県知事表彰の受賞報告に訪れました。
　キスゲの会は、現在２９名で活動をしており、主に一
人暮らしの高齢者の方を対象とした配食ボランティアを
行っています。
　代表の赤峰会長は、「新型コロナウイルス感染症
流行の際は活動を継続しようか迷ったが、継続してき
てよかった。楽しく活動を行うことで続けてこられた」
と語られていました。
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10
17 全国大会優勝！

（左から）日野町長、赤峰こころさん

　９月 24日に開催された「第１回芦原会館全日本Ｊｒ．
ＳＡＢＡＫＩトーナメント」中学女子 50㎏以上組手の
部にて赤峰こころさんが優勝し、その報告に町長室を
訪れました。
　赤峰さんは、中学女子型の部でも３位となっており、
「４年間続けてきた結果が出てよかった」と述べられ
ていました。

10
５ 100歳おめでとうございます

100 歳を迎えられた岩下サキヱさん（写真中央）

　１０月５日に岩下サキヱさんが１００歳の誕生日を迎
えられました。誕生日当日に日野町長が施設を訪問
し「これまで町を支えてくれたことを誇りに思います。
これからも長生きし、町の行く末を見守ってください」
とお祝いの言葉を述べ、祝い状・花束・記念品を贈
りました。
　岩下さんは大正１１年生まれ。この日はたくさんの
家族がかけつけてのお祝いとなりました。これからも
九重町の最高齢を目指して長生きしてください。

10
15 九重町功労者表彰・感謝状贈呈式

　10 月 15 日、九重ふるさと祭り開会式に先立ち、九重町
功労者表彰・感謝状贈呈式が行われました。
　地域振興・産業・教育などの分野で功績のあった１団体と
４人に功労者表彰を、寄附等による功績のあった１団体と３
人に日野町長より感謝状を贈呈しました。

（左から）
日野雅博さん、佐藤啓二さん、甲斐素純さん
（左下から）
佐世保物産振興協会会長	糸長あけみ会長、
工藤和男さん、菅原町議会議長、日野町長
永寶株式会社代表取締役社長	黄怡伶社長
狩野キャロラインエリザベスさん

【感謝状贈呈】 （敬称略）
被贈呈者

永寶株式会社 代表取締役社長 黄 怡伶
工藤 和男
狩野 キャロライン エリザベス
竹尾 清美

【功労者表彰】 （敬称略）
対象者 功績

一般社団法人
佐世保物産振興協会 産業振興功労者表彰

日野 雅博 産業振興功労者表彰
佐藤 啓二 産業振興功労者表彰
甲斐 素純 教育民生功労者表彰
進 　孝美 教育民生功労者表彰
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マイナポイント手続きの流れ
❶まずは、マイナンバーカードを取得します。
　（対象は令和４年１２月末までに申請したもの）
❷マイナポイントを付与するキャッシュレス決済サービス（電子マネー、
二次元コード決済、クレジットカード等）を選びます。

※マイナポイントはマイナンバーカードに直接付与されるわけでは
なく、付与する決済サービスを選んでおく必要があります。

❸ご自身のスマホでマイナポイントアプリをダウンロードし、申し込み
を行うか、マイナポイント手続スポットにて申し込みを行います。

　（マイナポイントの申込期限は令和５年２月末です）
※申し込みの際は付与する決済サービスの「決済サービスＩＤ」
等が必要です。

お得なマイナポイントの申請をお忘れなく！！
●お問い合わせ　企画調整課　☎７６－３８０７

　令和６年秋に現在の健康保険証は廃止され、マイナンバーカードと一体化される予定です。１２月までにマイ
ナンバーカードの申請を行い、最大２０，０００円分のマイナポイントを取得しましょう。

？よくあるご質問？
Ｑ．３つのポイントは別々の決済サービスに申し込んでもいいの？
Ａ．申し込みできる決済サービスは１つです。

Ｑ．申込時に必要な決済サービスの情報はどんなものなの？
Ａ．ポイントを受け取るキャッシュレス決済サービスを選択する際に、会員ＩＤやカード番号など

の情報が必要となります。入力する情報は決済サービスごとに異なります。

Ｑ．どの決済サービスで申込めるの？
Ａ．対象となる決済サービスは、マイナポイント事業ホームページでご確認ください。

▲対象サービス一覧 ▲詳しい手続きの流れ

・九重町役場
・auショップ
・ドコモショップ
・セブン銀行（ATM）
・郵便局
・ローソン（マルチコピー機）
※一部対応していない店舗も
あります

主なマイナポイント
手続スポット

▲マイナポイントアプリ
iPhone版

▲マイナポイントアプリ
Android版

▲マイナポータルアプリ
iPhone版

▲マイナポータルアプリ
Android版

付与されるポイントの種類

マイナンバーカード新規取得で

最大 5,000 円分
※チャージやお買い物した金額の２５％

健康保険証としての利用申込で

 7,500 円分
※マイナポータルアプリで申込めます

公金受取口座の登録で

7,500 円分
※マイナポータルアプリで申込めます
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　「ここのえ学園」基本計画は、本格実施から５年が経ちました。ここ２年間は、コロナ禍で活動が制限され
ましたが、今年度は多くの取り組みを再開しています。今回は、「集合学習」の様子についてお知らせします。
集合学習では、小学校５・６年生が集まり、協働的に学び合いを進めながら仲間づくりをしています。中学校
進学後に仲間がいる安心感から、充実した学校生活を送ることができると評価されています。

　10月７日・８日、６年生が長崎・熊本へ修学旅行に行ってきました。長崎では被爆者の方からお話を聞き、
平和の大切さや命の尊さについて考えました。２日目は遊園地で思いきり遊び、友情を深めました。

　10月 12日、５年生がここのえ緑陽中学校に初めて集まりました。ICTを使って学校紹介をしたあと、大分
合同新聞記者の姫野さんから取材の方法や記事を書くために大切なことについて学びました。

　10月 19 日、５年生が大分市の大分合同新聞社印刷センターで社会見学を行いました。大きな輪転機など
を見て回り、新聞ができるまでの仕組みを学びました。天気も良く、お昼は公園でお弁当を食べました。

６ 年 生 修 学 旅 行

５ 年 生 集 合 学 習

５ 年 生 社 会 見 学

「ここのえ学園」の取り組みが進んでいます！
～キーワードは「仲間づくり」と「学び合い」～

●お問い合わせ　教育振興課　☎７６－３８３４

平和集会：原子爆弾落下中心地碑

平和公園・平和祈念像 三井グリーンランド
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農 業 関 係

③ 九重町農業用燃油高騰緊急対策支援事業補助金
　農業燃油価格の高騰が農業経営に多大な影響を与えていることから、農業者の負担を軽減して農業経営の
安定を図るため、加温・乾燥設備に要した燃油購入費の一部を助成します。

●対象者
下記の条件をすべて満たす方が対象者となります。
①施設園芸等生産者（花卉等生産施設・園芸品目育苗施設等を利用している生産者）、もしくは
椎茸生産者（加温・乾燥施設を利用している生産者）
②令和３年における農業収入が５０万円以上である農業者及び農業法人
③令和４年度において燃油に関する国・県の補助を受けていない農業者及び農業法人

●対象経費
農業経営に必要な加温・乾燥設備を使用するために購入した燃油（Ａ重油・灯油）が対象となります。

●補助額
令和４年４月から令和５年３月まで（四半期単位で第１期、第２期、第３期、第４期とする）に
購入・使用した燃油（A 重油・灯油）１リットルにつき、以下の単価を掛けた額を補助します。
〇第１期分（令和４年４月～６月）A 重油：９円　　灯油：１１円
〇第２期分（令和４年７月～９月）A 重油：５円　　灯油：　８円
※第３期分以降の単価については、別途定めます。

●申請・請求期間
①第１期、第２期分：令和４年１２月２８日（水）まで
②第３期、第４期分：令和５年　１月　４日（水）～未定

④ 九重町畜産経営支援飼料高騰緊急対策事業補助金
　配合飼料及び輸入牧草の価格高騰により畜産経営に多大な影響を与えていることから、飼料購入費の一部
を助成します。

●対象者
下記の条件をすべて満たす方が対象者となります。
①令和４年度において畜産業を営んでいる方
②令和４年度において飼料に関する国・県の補助を受けていない方

●対象経費
配合飼料及び輸入牧草購入経費が対象となります。

●補助額
①令和４年４月１日～令和４年９月３０日までの取引分
　１）配合飼料の購入に係る経費 → 購入１ｔ当たり４，０００円
　２）輸入牧草の購入に係る経費 → 購入１ｔ当たり６，０００円
②令和４年１０月１日～令和５年３月３１日までの取引分
　１）配合飼料の購入に係る経費 → 購入１ｔ当たり６，０００円
　２）輸入牧草の購入に係る経費 → 購入１ｔ当たり７，０００円
※各申請とも、合算数の１ｔ未満は切り捨てとなります

●申請期間
①第１期～３期分 （令和４年　４月～１２月分）：令和４年１２月２８日（水）まで
②第４期分 （令和５年　１月～　３月分）：令和５年　１月　４日（水）～未定

●請求期間
①第１期～２期分 （令和４年　４月～　９月分）：令和４年１２月２８日（水）まで
②第３期分  （令和４年１０月～１２月分）：令和５年　１月　４日（水）～未定
③第４期分  （令和５年　１月～　３月分）：令和５年　４月　３日（月）～未定
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　急激な円安や新型コロナウイルス感染症の長期化、ウクライナをめぐる世界情勢等の影響による物価価格の
高騰に対し、九重町では補助金制度を制定しています。

運 輸 関 係

製 造 業 関 係

① 九重町運輸・交通燃料高騰緊急対策支援事業補助金
　原油価格の高騰による経費の急激な増加を価格に転嫁することが困難な状況にある道路運送事業者等の
事業継続を支援するため、町内で道路運送事業等を営む事業者に対し、事業に要した燃料購入費用の一部
を助成します。
●対象者

九重町に主たる事業所を有し、次に掲げるいずれかの事業を主たる事業として営む事業者
（兼業の場合は、下記に該当する区分 ( 部門 ) の比率が最も高い事業者）
※町内の事業者等で所有し、要件を満たす車両（リースを含む）が対象となります。

区　分 対象車両（リース含む）
トラック・運送事業（貨物事業者運送事業） 事業車両

（緑又は黒ナンバーのみ）貸切バス事業（一般貸切旅客自動車運送事業）
自動車運転代行業 随伴用登録車両のみ

●補助額
令和４年４月から令和５年３月まで（四半期単位で第１期、第２期、第３期、第４期とする）に
購入・使用した燃料（軽油・ガソリン）１リットルにつき、以下の単価を掛けた額を補助します。
〇第１期分（令和４年４月～６月）：１１円
〇第２期分（令和４年７月～９月）： 　８円
※第３期分以降の単価については、別途定めます。
●申請・請求期間

①第１期、第２期分：令和４年１１月３０日（水）まで
②第３期、第４期分：令和５年　１月　４日（水）～未定

② 九重町製造業等燃料高騰緊急対策支援事業補助金
　燃料高騰に伴う固定費の上昇により、業績悪化が見込まれる製造業者に及ぼす影響を緩和し、事業の維持
及び改善を図るため、町内で製造業を営む事業者に対し、事業に要した燃料購入費用の一部を助成します。
●対象者

九重町に主たる事業所を有し、日本標準産業分類に規定する大分類における
「E 製造業」に分類される事業を主たる事業として営む事業者
（兼業の場合は、「製造業」の比率が最も高い事）
※具体的には、九重町ＨＰに記載しています。

●補助額
令和４年４月から令和５年３月まで（四半期単位で第１期、第２期、第３期、第４期とする）に購入・
使用した燃料（Ａ重油・灯油及びＬＰＧ）１リットルにつき、以下の単価を掛けた額を補助します。
〇第１期分（令和４年４月～６月）：Ａ重油 ９円　　灯油 １１円　　ＬＰＧ ８円
〇第２期分（令和４年７月～９月）：Ａ重油 ５円　　灯油 　８円　　ＬＰＧ ９円
※直接的に製造に要する燃料のみが対象。第３期分以降の単価は別途定めます。
※ＬＰＧは、１㎏≒１．８９２ℓとして換算します。
●申請・請求期間

①第１期、第２期分：令和４年１２月２８日（水）まで
②第３期、第４期分：令和５年　１月　４日（水）～未定

物価高騰緊急対策支援事業について
●お問い合わせ　商工観光・自然環境課　☎７６－３１５０

農林課　☎７６－３８０４

▲九重町ＨＰ
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農 業 関 係

③ 九重町農業用燃油高騰緊急対策支援事業補助金
　農業燃油価格の高騰が農業経営に多大な影響を与えていることから、農業者の負担を軽減して農業経営の
安定を図るため、加温・乾燥設備に要した燃油購入費の一部を助成します。

●対象者
下記の条件をすべて満たす方が対象者となります。
①施設園芸等生産者（花卉等生産施設・園芸品目育苗施設等を利用している生産者）、もしくは
椎茸生産者（加温・乾燥施設を利用している生産者）
②令和３年における農業収入が５０万円以上である農業者及び農業法人
③令和４年度において燃油に関する国・県の補助を受けていない農業者及び農業法人

●対象経費
農業経営に必要な加温・乾燥設備を使用するために購入した燃油（Ａ重油・灯油）が対象となります。

●補助額
令和４年４月から令和５年３月まで（四半期単位で第１期、第２期、第３期、第４期とする）に
購入・使用した燃油（A 重油・灯油）１リットルにつき、以下の単価を掛けた額を補助します。
〇第１期分（令和４年４月～６月）A 重油：９円　　灯油：１１円
〇第２期分（令和４年７月～９月）A 重油：５円　　灯油：　８円
※第３期分以降の単価については、別途定めます。

●申請・請求期間
①第１期、第２期分：令和４年１２月２８日（水）まで
②第３期、第４期分：令和５年　１月　４日（水）～未定

④ 九重町畜産経営支援飼料高騰緊急対策事業補助金
　配合飼料及び輸入牧草の価格高騰により畜産経営に多大な影響を与えていることから、飼料購入費の一部
を助成します。

●対象者
下記の条件をすべて満たす方が対象者となります。
①令和４年度において畜産業を営んでいる方
②令和４年度において飼料に関する国・県の補助を受けていない方

●対象経費
配合飼料及び輸入牧草購入経費が対象となります。

●補助額
①令和４年４月１日～令和４年９月３０日までの取引分
　１）配合飼料の購入に係る経費 → 購入１ｔ当たり４，０００円
　２）輸入牧草の購入に係る経費 → 購入１ｔ当たり６，０００円
②令和４年１０月１日～令和５年３月３１日までの取引分
　１）配合飼料の購入に係る経費 → 購入１ｔ当たり６，０００円
　２）輸入牧草の購入に係る経費 → 購入１ｔ当たり７，０００円
※各申請とも、合算数の１ｔ未満は切り捨てとなります

●申請期間
①第１期～３期分 （令和４年　４月～１２月分）：令和４年１２月２８日（水）まで
②第４期分 （令和５年　１月～　３月分）：令和５年　１月　４日（水）～未定

●請求期間
①第１期～２期分 （令和４年　４月～　９月分）：令和４年１２月２８日（水）まで
②第３期分  （令和４年１０月～１２月分）：令和５年　１月　４日（水）～未定
③第４期分  （令和５年　１月～　３月分）：令和５年　４月　３日（月）～未定
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冬の健康管理 －健康に冬を乗り切るための食事のポイント－
●お問い合わせ　保健福祉センター 　☎７６－３８３８

冬場の感染対策について
●お問い合わせ　保健福祉センター 　☎７６－３８３８

　冬はインフルエンザや感染性胃腸炎（ノロウイルスなど）の感染症が流行する季節です。冬になって気温が
下がると換気のために窓を開けるのが難しくなったり、水が冷たくなって手洗いの徹底が難しくなったりするなど、
感染対策が不十分になるおそれがあります。冬も、感染拡大を防ぐために引き続き感染対策に取り組みましょう。

　年末年始は行事が多く、食生活が乱れがちです。さらに冬の寒さで運動不足が重なると肥満につながります。
肥満に高血圧、高血糖、脂質異常などが重なった状態をメタボリックシンドロームと言います。この状態を放って
おくと、動脈硬化が進行し、脳血管疾患、心臓病、腎不全などの大きな病気を引き起こします。
　今回は、健康に冬を乗り切るための食事のポイントを紹介します。　

<基本的な感染対策>
●こまめな手洗い・うがいとマスク着用
手洗いは、外出後、トイレの後などこまめに石鹸を
使って３０秒以上かけて指先や指の間までしっかりと
洗いましょう。

●生活習慣を改善
バランスの良い食事、適度な運動、十分な睡眠、歯
磨きなどで口の中の清潔を保つなど規則正しい生活を
送って、からだの抵抗力を高めましょう。

●換気と加湿
暖房を入れてある程度部屋を暖めてから換気を行い
ましょう。暖かい空気は冷たいほうへ逃げようとする
ので、冬場は小さく窓を開けるだけでも空気が流れ
やすく５分以下の換気でも効果的です。加湿器などを
利用して、適切な湿度 (50~60%) に保ちましょう。

●予防接種
インフルエンザは、ワクチン接種
( 予防接種 ) により発症や重症化
を予防することが、ある程度可能
です。受診するときは、医療機関
に予約をいれてから行くようにしましょう。

食べ過ぎないために！

▼よく噛んで食べる（+10 回意識して♪）

▼作り過ぎに注意して、腹八分を意識する

▼野菜、きのこ、海藻を先に
　食べ、満腹感を得る

アルコールにも注意！

▼アルコールには食欲を増進させる
　作用があります

▼適切な飲酒量を守り、週２日は休肝
　日を設けましょう。

▼過度の飲酒は、脱水を引き起こすことがある
　ので、水分補給を積極的に行いましょう。

外食時に気をつけること

▼ 丼ものより定食を選ぶと栄養バランスが
よくなるので、野菜の多いメニューを選び
ましょう。

▼塩分の摂り過ぎは高血圧の原因になるため、
注文するときに意識してみましょう。

食事時間は規則的に

▼年末年始の休日は食事時間が不規則になり
がちです。朝食の欠食や夜遅い夕飯は、
肥満につながります。食事時間や回数
を普段と大きく変えることなく、不規則
な食事を何日も続けないように心がけま
しょう。

▼生活リズムを整えることも大事です。

４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
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11月は「児童虐待防止推進月間」です
●お問い合わせ　子育て支援課　☎７６－３８２８

農業収支計算説明会（白色）を開催します
●お問い合わせ　税務課　☎７６－３８０３

　１月１日から１２月３１日までの１年間に農業を営み、収支計算の結果所得があった方は、所得税申告または
住民税申告をしていただくことになります。この申告に必要な農業所得の収支内訳書作成の説明会を開催いた
します。収入・経費の種類や所得の計算方法、減価償却等について基礎的な解説を行いますので、農業所得
の申告（白色）をされる方のご参加をお待ちしています。

　児童相談所等への児童虐待の相談件数は増加の一途をたどっており、子どもの命が失われる痛ましい事
件が続いています。虐待を防止し、子どもの命を守るため、2020 年に児童虐待防止法の改正が行われ、
親権者などによる体罰の禁止が明確化されました。

●と　き　１２月１４日（水）午後２時～
●ところ　九重町役場３階３０１会議室

お越しいただく際は、マスクの着用、
手指消毒の感染防止対策に
ご協力お願いします
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冬の健康管理 －健康に冬を乗り切るための食事のポイント－
●お問い合わせ　保健福祉センター 　☎７６－３８３８

冬場の感染対策について
●お問い合わせ　保健福祉センター 　☎７６－３８３８

　冬はインフルエンザや感染性胃腸炎（ノロウイルスなど）の感染症が流行する季節です。冬になって気温が
下がると換気のために窓を開けるのが難しくなったり、水が冷たくなって手洗いの徹底が難しくなったりするなど、
感染対策が不十分になるおそれがあります。冬も、感染拡大を防ぐために引き続き感染対策に取り組みましょう。

　年末年始は行事が多く、食生活が乱れがちです。さらに冬の寒さで運動不足が重なると肥満につながります。
肥満に高血圧、高血糖、脂質異常などが重なった状態をメタボリックシンドロームと言います。この状態を放って
おくと、動脈硬化が進行し、脳血管疾患、心臓病、腎不全などの大きな病気を引き起こします。
　今回は、健康に冬を乗り切るための食事のポイントを紹介します。　

<基本的な感染対策>
●こまめな手洗い・うがいとマスク着用
手洗いは、外出後、トイレの後などこまめに石鹸を
使って３０秒以上かけて指先や指の間までしっかりと
洗いましょう。

●生活習慣を改善
バランスの良い食事、適度な運動、十分な睡眠、歯
磨きなどで口の中の清潔を保つなど規則正しい生活を
送って、からだの抵抗力を高めましょう。

●換気と加湿
暖房を入れてある程度部屋を暖めてから換気を行い
ましょう。暖かい空気は冷たいほうへ逃げようとする
ので、冬場は小さく窓を開けるだけでも空気が流れ
やすく５分以下の換気でも効果的です。加湿器などを
利用して、適切な湿度 (50~60%) に保ちましょう。

●予防接種
インフルエンザは、ワクチン接種
( 予防接種 ) により発症や重症化
を予防することが、ある程度可能
です。受診するときは、医療機関
に予約をいれてから行くようにしましょう。

食べ過ぎないために！

▼よく噛んで食べる（+10 回意識して♪）

▼作り過ぎに注意して、腹八分を意識する

▼野菜、きのこ、海藻を先に
　食べ、満腹感を得る

アルコールにも注意！

▼アルコールには食欲を増進させる
　作用があります

▼適切な飲酒量を守り、週２日は休肝
　日を設けましょう。

▼過度の飲酒は、脱水を引き起こすことがある
　ので、水分補給を積極的に行いましょう。

外食時に気をつけること

▼ 丼ものより定食を選ぶと栄養バランスが
よくなるので、野菜の多いメニューを選び
ましょう。

▼塩分の摂り過ぎは高血圧の原因になるため、
注文するときに意識してみましょう。

食事時間は規則的に
▼年末年始の休日は食事時間が不規則になり

がちです。朝食の欠食や夜遅い夕飯は、
肥満につながります。食事時間や回数
を普段と大きく変えることなく、不規則
な食事を何日も続けないように心がけま
しょう。

▼生活リズムを整えることも大事です。

４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
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★申告をされていない方のいる世帯は、令和４年度分の申告をお願いします。申告後①に該当
すれば給付対象となります。

★DV等で避難されている方で、①に該当する方はご相談ください。

　電力・ガス・食料品等（灯油等を含む）の価格高騰による負担が増えていることを踏まえ、住民税非課税
世帯に対し、１世帯当たり５万円を給付することとなりました。

① 令和４年度住民税非課税世帯の世帯主（課税者の扶養親族等のみでなる世帯を除く）
●申請方法 支給対象となる世帯へ、支給確認書を簡易書留にて郵送しています。期日（令和５年１月

31 日（火））までに返信してください。

●支給金額 １世帯５万円

●基 準 日  令和４年９月３０日（九重町に住民票のある方）

●支給方法 確認書に記載のある口座への振込みを基本とします
  ※記載されている口座は、令和２年度特別定額給付金又は、令和３年度令和４年度非課

税世帯臨時特別給付金の受取口座です。支給確認書に口座記載のない方、口座の変更
等があった方は通帳と本人確認書類の写しを添付して返送してください。

② 令和４年１月以降の家計急変で、①と同等となる世帯の世帯主
●申請方法 令和４年１月以降予期せぬ家計の急変により、①と同等となる世帯の世帯主は税務課まで

ご連絡ください。申請方法や必要書類（本人確認書類、口座がわかる通帳の写し、収入
が減少したことがわかる書類など）をご案内します。

【家計急変の目安 ※年額給与収入ベース（所得ではありませんのでご注意ください）】

■単身または扶養者がいない者 　　　　93 万円 ■夫婦（配偶者を扶養）　137.8 万円

■夫婦子１人（配偶者と子を扶養）　168.3 万円

●支給金額 １世帯５万円

●申請期限 令和５年１月３１日（火）

●支給方法 申請書に記載のある口座への振込みを基本とします。

電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金について
●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１

税務課　☎７６－３８０３

広報ここのえ　2022.11 月号13

～いくつになっても、このまちで元気に暮らし続けるために～
短期集中リハビリ教室を利用してみませんか？

●お問い合わせ　健康福祉課　　　　　　☎７６－３８２１
地域包括支援センター　☎７６－３８６３

❶ 階段をのぼるのに手すりが必要
❷ 椅子から立ち上がる時手すりや杖が必要
❸ 15 分くらい続けて歩くことができない
❹ この１年間に転んだことがある
❺ 転倒に対する不安が大きい

サービス利用者の80％の方が元気になって、再びいきいきと生活できるようになっています。
（令和3年度実績より） あなたもチャレンジしてみませんか？

■内　容　　健康チェック（血圧、脈拍、体温、体重）・体力測定・筋力向上のための運動・自立支援のお話等
■期　間　　週１回　３ヶ月間
■訪　問　　事前・中間・最終の計３回、家庭訪問を行い動作を確認します
■会　場　　委託事業所（※送迎があります）
■対象者　　１）九重町にお住まいの 65 歳以上の方で、運動器機能等の向上が必要な方
　　　　　　２）要支援 1・2 の方
■費　用　　１回あたり500 円（介護保険利用の負担割合が 1 割の方です。一定以上の所得のある方では 2 割、
　　　　　　3 割の負担額となる場合があります。）

短期集中リハビリ教室について

　いつまでも自立した生活が送れるよう、専門職からのアドバイスを受けながらあなたに合ったリハビリに３ヶ
月間取り組んでみませんか。
　次の項目のうち、３つ以上の項目にあてはまり、日常生活に困り事のある方は、
上記お問い合わせまで利用について相談してみましょう。

あてはまる数は…

個

エイズ早期発見のためにＨＩＶ検査を受けてみませんか？
●お問い合わせ　保健福祉センター 　☎７６－３８３８

　１２月１日の「世界エイズデー」のキャンペーンとして、HIV 抗体検査を夜間に実施します。早期発見のため
に検査を受けてみませんか？

●と　き
　12月５日（月）午後５時～午後６時30分
●ところ
　大分県西部保健所（日田市）
●対象者
　検査を希望される方
　※人数に限りがあります
●検査料　　無料

●検査内容
　問診・採血を行います。採決後、約１時間で
　検査結果をお伝えします
●申込方法
　事前予約制。
　大分県西部保健所（☎0973-23-3133）まで
　電話でお申込みください
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★申告をされていない方のいる世帯は、令和４年度分の申告をお願いします。申告後①に該当
すれば給付対象となります。

★DV等で避難されている方で、①に該当する方はご相談ください。

　電力・ガス・食料品等（灯油等を含む）の価格高騰による負担が増えていることを踏まえ、住民税非課税
世帯に対し、１世帯当たり５万円を給付することとなりました。

① 令和４年度住民税非課税世帯の世帯主（課税者の扶養親族等のみでなる世帯を除く）
●申請方法 支給対象となる世帯へ、支給確認書を簡易書留にて郵送しています。期日（令和５年１月

31 日（火））までに返信してください。

●支給金額 １世帯５万円

●基 準 日  令和４年９月３０日（九重町に住民票のある方）

●支給方法 確認書に記載のある口座への振込みを基本とします
  ※記載されている口座は、令和２年度特別定額給付金又は、令和３年度令和４年度非課

税世帯臨時特別給付金の受取口座です。支給確認書に口座記載のない方、口座の変更
等があった方は通帳と本人確認書類の写しを添付して返送してください。

② 令和４年１月以降の家計急変で、①と同等となる世帯の世帯主
●申請方法 令和４年１月以降予期せぬ家計の急変により、①と同等となる世帯の世帯主は税務課まで

ご連絡ください。申請方法や必要書類（本人確認書類、口座がわかる通帳の写し、収入
が減少したことがわかる書類など）をご案内します。

【家計急変の目安 ※年額給与収入ベース（所得ではありませんのでご注意ください）】

■単身または扶養者がいない者 　　　　93 万円 ■夫婦（配偶者を扶養）　137.8 万円

■夫婦子１人（配偶者と子を扶養）　168.3 万円

●支給金額 １世帯５万円

●申請期限 令和５年１月３１日（火）

●支給方法 申請書に記載のある口座への振込みを基本とします。

電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金について
●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１

税務課　☎７６－３８０３
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ふるさとの
 文化財探訪

第103回

馬
貞
と
遊
五

文
化
財
専
門
員
　
　竹
　野
　孝
一
郎

　第４回の講座では「人権学習は誰のため？～「寝た子は
起こすな」でいいのか～」と題して、公益社団法人大分
県人権・部落差別解消教育研究協議会より足立哲範さん
を講師に招きました。講座終了後に書いていただいたアン
ケートで以下のような記述がありました。（一部抜粋）
・「寝た子を起こすな論」について。私はこの講座を受け
る前は、どちらかというと賛成側だったように思います。
中学校で部落差別を学んだときに「わざわざ若い世代に
伝えんでも、知らんやったら差別意識も生まれんのやな
いかな」と思っていました。この講座を4回受けてみて
完全に反対派です。正しく知ること、何が問題なのかを
考えること、なくそうと意識すること、正しく伝えていく
こと、差別に向き合って立ち上がることが大事なんだと
今なら思います。たくさんの気付きがありました。

　紙面の都合上、詳細について掲載することができ
ませんが、ご質問等がございましたら、社会教育課（７６
－３８２３）までお問い合わせ下さい。

（社会教育課）

２０２２年度　第４回なるほど“ザ”人権講座

・寝た子は起こすな論について賛成、反対の意見を出し
あったことで、正直、賛成意見の中ですこしわかるような
意見もあった。ただ、正しい知識をきちんと知り、尊重
の意識を一人一人がもっと自覚するべきだと思いました。
・「寝た子を起こすな論」とても難しい問題。ディベート
を通して、賛成派の人の意見も理解できる部分がありま
した。でも、４回の講座を通して、差別って無意識にやっ
てしまっているものと学んだので、差別について学んで、
何がどういうことが差別なのか、こういうことも差別なん
だ！！と知ることが大事なのかなと思います。
・「被差別部落」という言葉やネットに出ている差別はど
うすればなくなるのか…何でそんなことをするのか理解
できません。（疑問というよりただただ腹立たしいです。）
自分の生まれを気にせず、個人が尊重される社会であっ
てほしいです。
・私はなるほど“ザ”人権講座2回目なのですが、まさに
人権学習は高齢者の方たちがすれば良いのにと思ってい
ましたがやはり私達や子供達もしっかり知る事が大切だ
と思いました。
・人間は勦

いたわ
るべきではない尊敬すべきものであると言う

言葉は心に残りました。

人権

No.315

　
遊
五
は
、
元
禄
元
年

（
一
六
八
八
）
那
珂
郡
野
間
村

（
現
福
岡
市
南
区
）
の
財
部
氏

の
家
に
生
ま
れ
、
上
座
部
石
成

村
の
庄
屋
古
賀
氏
の
婿
養
子
と

な
り
、
後
庄
屋
を
務
め
た
。
古

賀
九
兵
衛
治
久
と
い
い
、
俳
号

を
後
藤
遊
五
と
号
し
た
。
遊
五

は
最
初
杷
木
の
兎
城
に
俳
諧
を

習
っ
て
い
た
が
、
宝
永
五
年
（一七
〇
八
）
二
十一

歳
で
志
太
野
坡
の
門
人
と
な
っ
た
。
馬
貞
は
こ
の

時
三
八
歳
で
、
遊
五
よ
り
十
七
歳
の
年
長
。

　
馬
貞
は
朝
倉
石
成
の
遊
五
亭
を
し
ば
し
ば
訪

ね
、
草
庵
の
薪
水
を
共
に
し
、
あ
る
時
は一つ
の

蚊
帳
に
寝
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
遊
五
は
絵
を
描
く

こ
と
が
好
き
だ
っ
た
よ
う
で
、
馬
貞
に
賛
を
も
と

め
て
い
る
。

　鶯
や
清
水
な
が
る
ゝ
筆
の
岡
　
　
　馬
貞

　
遊
五
亭
の
近
く
に
、「
清
水
ヶ
岡
」
と

い
っ
て
清
水
の
流
れ
る
岡
が
あ
る
。
元
文
五
年

（一七
四
〇
）
に
死
去
し
た
師
野
坡
の
霊
を
慰
め

る
た
め
、
遊
五
は
こ
の
岡
に
鶯
塚
を
建
立
し
た
。

寛
保
元
年
（一七
四一）
に
は
中
国
地
方
、
翌
二

年
に
は
筑
前・筑
後
地
方
を
行
脚
し
て
句
を
集
め
、

『
小
夜
の
中
山
集
』
が
上
梓
さ
れ
た
。

　『
小
夜
の
中
山
集
』
上
巻
の
自
序
に
よ
る
と
、

遊
五
は
か
つ
て
師
野
坡
の
勘
気
を
蒙
り
、
の
ち
に

許
さ
れ
、
そ
の
折
の
許
し
文
に

　鶯
や
佐
夜
の
中
山
冬
ご
も
り
　
　
　野
坡

の
句
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
塚
の
呼
び
名
を
「
鶯

塚
」
と
し
た
。

　
下
巻
の
前
半
は
、
鶯
を
句
題
と
し
た
備
後
・

尾
道
・
備
中
・
厳
島
・
豊
前
・
豊
後
な
ど
の
連

中
に
よ
る
句
を
載
せ
、
中
程
に
寛
保
元
年
に
遊

五
と
馬
貞
が
中
国
路
へ
旅
し
た
句
を
収
め
て
い

る
。
旅
の
途
中
赤
間
関
で
遊
五
は
厳
島
へ
、
馬

貞
は
そ
の
ま
ま
赤
間
関
へ
と
ど
ま
り
、
遊
五
を
見

送
っ
た
。

　
遊
五
への
餞
別
に
、

　雁
と
い
ふ
も
櫓
声
也
け
り
厳
し
ま
　
　馬
貞

と
、
餞
吟
を
贈
っ
た
。

　
下
巻
の
跋
文
を
「
古
稀
二
翁
馬
貞
」
が
記
し

て
い
る
。
馬
貞
七
十
二
歳
の
時
で
、
そ
の一文
に
、

「
五
子
（
遊
五
）
と
我
（
馬
貞
）
水
魚
の
不
可

思
議
三
十
余
年
」
と
あ
り
、
遊
五
が
野
坡
門
に

入
って
以
来
の
付
き
合
い
で
あ
る
。

　
寛
延
三
年
（一七
五
〇
）
正
月
、
甲
子
庵
で

馬
貞
八
〇
歳
の
祝
賀
で
は
、

　鶯
や
傾
き
馴
れ
し
耳
功
者
　
　
　遊
五

の
句
を
贈
っ
た
。

　
同
年
九
月
、
国
東
の
百
布
老
人
が
身
ま
か
っ

た
と
訃
報
が
あ
り
、「
追
悼
の一章
を
お
く
ら
ね

ば
」
と
、
九
月
十
七
日

　
何
を
常
月
日
の
耳
の
き
り
き
り
す
　
　馬
貞

の
句
を
作
り
、
そ
の
二
日
後
の
十
九
日
、
馬
貞

は
八
〇
歳
で
黄
泉
の
人
と
な
っ
た
。

　
馬
貞
四
十
九
日
の
追
善
で
は
、

　そ
れ
是
も
水
の一夜
や
雁
の
宿
　
　
　遊
五

の
句
を
お
く
り
、一周
忌
で
は
、
三
吟
の
追
善
句

会
を
林
枝
・
舎
遊
と
催
し
て
い
る
。

　
遊
五
は
、馬
貞
の
死
か
ら
四
年
後
の
宝
暦
六
年

（一七
五
四
）、
六
十
八
歳
で
没
し
た
。

鶯　塚
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● 障がい者の利用できるサービスはどのようなものがあるのかな？
● 障がい福祉サービスを利用するにはどうすればいいの？
● 生活する上で困ったことがあるけど、どこに相談すればいい？
　九重町では、このような疑問に、より専門的な助言ができるよう、障がいのある方やご家族から
のご相談を相談支援事業所へ委託して行っています。

【一般的な障がいに関するご相談】
事業所名 場　　所 電話番号

地域生活支援センターはぎの
（ここのえ“夢”ステーション） 九重町大字町田５５４番地の１ 78-8882

すぎのこ村Beeすけっと 玖珠町大字塚脇640番地の3
（わ～くす・たんぽぽ内）

0973-23-7897
（日田事務所）

【子どもの障がいに関するご相談】
事業所名 場　　所 電話番号

こども相談支援センターのあ 玖珠町大字塚脇581番地の３ 72-1023

シリーズ
『障がい福祉』

82

障がいのある方への相談支援のお知らせ
●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１

※電話での相談対応や必要に応じてご自宅等へ訪問し、相談をお聞きしております。
　また、相談に関する個人情報は適切に守られますので、お気軽にご相談ください。

　暑い夏も終わり一気に秋が訪れ、新型コロナウイルス感
染症も落ち着き、賑わいが少しずつ戻ってきました。旅行
支援の影響もありますが、紅葉を一目見ようと多くの観光
客が訪れています。観光業を営んでいる事業者の皆さん
は、これまでの厳しい状況から一転して少しずつ光が差し
込み始めましたが、人手不足という新たな課題に直面して
いるという話を聞き及んでいます。人口減少という大きな
課題が、これからの社会に大きな影響を与えることは間違
いありませんが、これまでも困難に立ち向かって来たのが
人であり社会であったと思います。住民の皆さんと共に汗
をかき、知恵を出し合いながらこれからも前進していきます。
　さて、第12回全国和牛能力共進会（和牛のオリンピック）
が 10 月 7 日から鹿児島県で開催されました。九重町から
も野上の佐藤啓二さんの牛が代表に選ばれ、4 席入賞と
いう輝かしい成績を収めてくれました。大分県も団体賞を
取り、おおいた和牛の底力を発揮してくれたと感じています。

Vol.23

とびらをあけて

九重町長　日野 康志

町 長 コ ラ ム
支えてくれた関係者の皆さん、心より御礼申し上げます。
　10 月 15 日、16 日には第 28 回九重ふるさと祭りを３
年ぶりに開催することが出来ました。新型コロナの影響で
人と人とが触れ合う機会が少なくなり、寂しい時間が長く
続きましたが、その反動もあり多くの住民の皆さんが来場
し盛り上げていただきました。また、姉妹提携を結んでい
る佐世保市の朝長市長や田中市議会議長をはじめ佐世保
市の職員の皆さんにも花を添えていただきました。
　10 月 29 日には、全国消防操法大会が千葉県で開催
され、大分県代表として九重町消防団第 4 分団が出場し
ました。10 位以内に入ることは出来ませんでしたが、5 か
月間の訓練や大きな大会を経験したことで、団員の成長
に繋がったと感じています。支えてくれた消防署の職員の
皆さん、団員の皆さん、家族の皆さん、応援していただ
いた皆さんありがとうございました。
　先月は、全国規模の大会やふるさと祭りなどの主要な
行事を多くの人に支えられ、無事に終えることが出来まし
た。小さな町だからこそ人と人との支え合いがいかに大
切か改めて実感したところです。世の中が大きく変わろう
としている時代で
すが、原点は常に
人だという事を心
に留めながらこれ
まで同様に九重町
の発展に尽力して
まいります。
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ふるさとの
 文化財探訪

第103回

馬
貞
と
遊
五

文
化
財
専
門
員
　
　竹
　野
　孝
一
郎

　第４回の講座では「人権学習は誰のため？～「寝た子は
起こすな」でいいのか～」と題して、公益社団法人大分
県人権・部落差別解消教育研究協議会より足立哲範さん
を講師に招きました。講座終了後に書いていただいたアン
ケートで以下のような記述がありました。（一部抜粋）
・「寝た子を起こすな論」について。私はこの講座を受け
る前は、どちらかというと賛成側だったように思います。
中学校で部落差別を学んだときに「わざわざ若い世代に
伝えんでも、知らんやったら差別意識も生まれんのやな
いかな」と思っていました。この講座を4回受けてみて
完全に反対派です。正しく知ること、何が問題なのかを
考えること、なくそうと意識すること、正しく伝えていく
こと、差別に向き合って立ち上がることが大事なんだと
今なら思います。たくさんの気付きがありました。

　紙面の都合上、詳細について掲載することができ
ませんが、ご質問等がございましたら、社会教育課（７６
－３８２３）までお問い合わせ下さい。

（社会教育課）

２０２２年度　第４回なるほど“ザ”人権講座

・寝た子は起こすな論について賛成、反対の意見を出し
あったことで、正直、賛成意見の中ですこしわかるような
意見もあった。ただ、正しい知識をきちんと知り、尊重
の意識を一人一人がもっと自覚するべきだと思いました。
・「寝た子を起こすな論」とても難しい問題。ディベート
を通して、賛成派の人の意見も理解できる部分がありま
した。でも、４回の講座を通して、差別って無意識にやっ
てしまっているものと学んだので、差別について学んで、
何がどういうことが差別なのか、こういうことも差別なん
だ！！と知ることが大事なのかなと思います。
・「被差別部落」という言葉やネットに出ている差別はど
うすればなくなるのか…何でそんなことをするのか理解
できません。（疑問というよりただただ腹立たしいです。）
自分の生まれを気にせず、個人が尊重される社会であっ
てほしいです。
・私はなるほど“ザ”人権講座2回目なのですが、まさに
人権学習は高齢者の方たちがすれば良いのにと思ってい
ましたがやはり私達や子供達もしっかり知る事が大切だ
と思いました。
・人間は勦

いたわ
るべきではない尊敬すべきものであると言う

言葉は心に残りました。

人権

No.315

　
遊
五
は
、
元
禄
元
年

（
一
六
八
八
）
那
珂
郡
野
間
村

（
現
福
岡
市
南
区
）
の
財
部
氏

の
家
に
生
ま
れ
、
上
座
部
石
成

村
の
庄
屋
古
賀
氏
の
婿
養
子
と

な
り
、
後
庄
屋
を
務
め
た
。
古

賀
九
兵
衛
治
久
と
い
い
、
俳
号

を
後
藤
遊
五
と
号
し
た
。
遊
五

は
最
初
杷
木
の
兎
城
に
俳
諧
を

習
っ
て
い
た
が
、
宝
永
五
年
（一七
〇
八
）
二
十一

歳
で
志
太
野
坡
の
門
人
と
な
っ
た
。
馬
貞
は
こ
の

時
三
八
歳
で
、
遊
五
よ
り
十
七
歳
の
年
長
。

　
馬
貞
は
朝
倉
石
成
の
遊
五
亭
を
し
ば
し
ば
訪

ね
、
草
庵
の
薪
水
を
共
に
し
、
あ
る
時
は一つ
の

蚊
帳
に
寝
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
遊
五
は
絵
を
描
く

こ
と
が
好
き
だ
っ
た
よ
う
で
、
馬
貞
に
賛
を
も
と

め
て
い
る
。

　鶯
や
清
水
な
が
る
ゝ
筆
の
岡
　
　
　馬
貞

　
遊
五
亭
の
近
く
に
、「
清
水
ヶ
岡
」
と

い
っ
て
清
水
の
流
れ
る
岡
が
あ
る
。
元
文
五
年

（一七
四
〇
）
に
死
去
し
た
師
野
坡
の
霊
を
慰
め

る
た
め
、
遊
五
は
こ
の
岡
に
鶯
塚
を
建
立
し
た
。

寛
保
元
年
（一七
四一）
に
は
中
国
地
方
、
翌
二

年
に
は
筑
前・筑
後
地
方
を
行
脚
し
て
句
を
集
め
、

『
小
夜
の
中
山
集
』
が
上
梓
さ
れ
た
。

　『
小
夜
の
中
山
集
』
上
巻
の
自
序
に
よ
る
と
、

遊
五
は
か
つ
て
師
野
坡
の
勘
気
を
蒙
り
、
の
ち
に

許
さ
れ
、
そ
の
折
の
許
し
文
に

　鶯
や
佐
夜
の
中
山
冬
ご
も
り

　
　
　野
坡

の
句
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
塚
の
呼
び
名
を
「
鶯

塚
」
と
し
た
。

　
下
巻
の
前
半
は
、
鶯
を
句
題
と
し
た
備
後
・

尾
道
・
備
中
・
厳
島
・
豊
前
・
豊
後
な
ど
の
連

中
に
よ
る
句
を
載
せ
、
中
程
に
寛
保
元
年
に
遊

五
と
馬
貞
が
中
国
路
へ
旅
し
た
句
を
収
め
て
い

る
。
旅
の
途
中
赤
間
関
で
遊
五
は
厳
島
へ
、
馬

貞
は
そ
の
ま
ま
赤
間
関
へ
と
ど
ま
り
、
遊
五
を
見

送
っ
た
。

　
遊
五
への
餞
別
に
、

　雁
と
い
ふ
も
櫓
声
也
け
り
厳
し
ま
　
　馬
貞

と
、
餞
吟
を
贈
っ
た
。

　
下
巻
の
跋
文
を
「
古
稀
二
翁
馬
貞
」
が
記
し

て
い
る
。
馬
貞
七
十
二
歳
の
時
で
、
そ
の一文
に
、

「
五
子
（
遊
五
）
と
我
（
馬
貞
）
水
魚
の
不
可

思
議
三
十
余
年
」
と
あ
り
、
遊
五
が
野
坡
門
に

入
って
以
来
の
付
き
合
い
で
あ
る
。

　
寛
延
三
年
（一七
五
〇
）
正
月
、
甲
子
庵
で

馬
貞
八
〇
歳
の
祝
賀
で
は
、

　鶯
や
傾
き
馴
れ
し
耳
功
者
　
　
　遊
五

の
句
を
贈
っ
た
。

　
同
年
九
月
、
国
東
の
百
布
老
人
が
身
ま
か
っ

た
と
訃
報
が
あ
り
、「
追
悼
の一章
を
お
く
ら
ね

ば
」
と
、
九
月
十
七
日

　
何
を
常
月
日
の
耳
の
き
り
き
り
す
　
　馬
貞

の
句
を
作
り
、
そ
の
二
日
後
の
十
九
日
、
馬
貞

は
八
〇
歳
で
黄
泉
の
人
と
な
っ
た
。

　
馬
貞
四
十
九
日
の
追
善
で
は
、

　そ
れ
是
も
水
の一夜
や
雁
の
宿
　
　
　遊
五

の
句
を
お
く
り
、一周
忌
で
は
、
三
吟
の
追
善
句

会
を
林
枝
・
舎
遊
と
催
し
て
い
る
。

　
遊
五
は
、馬
貞
の
死
か
ら
四
年
後
の
宝
暦
六
年

（一七
五
四
）、
六
十
八
歳
で
没
し
た
。

鶯　塚
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●　暮らしの情報

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

男
女
が
共
に
輝
く
地
域
セ
ミ
ナ
ー

■
と
　き
　
12
月
１
日
㈭

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

■
と
こ
ろ
　
九
重
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
２
階
大
会
議
室

■
講
　演
　こ
れ
か
ら
の
片
付
け
生
活

　
　
～
男
女
が
と
も
に
輝
く
た
め
に
～

■
講
　師

　
く
ら
し
ソ
ム
リ
エ
　
藤
田
郁
子
さ
ん

■
申
込
期
限
　11
月
25
日
㈮

■
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
社
会
教
育
課
（
☎
７
６
‐
３
８
２
３
）

第
32
回
こ
こ
の
え
ス
コ
ヤ
カ
ス
ポ
ー
ツ

大
会（
駅
伝
の
部
）参
加
者
募
集

■
と
　き
　
12
月
４
日
㈰
　
午
前
10
時
～

■
と
こ
ろ
　
活
き
い
き
ラ
ン
ド
周
辺

　
　
　
　
　
８
区
間
　
全
長
約
10
㎞

■
申
込
期
限
　11
月
28
日
㈪
ま
で

■
参
加
費

　一
般
　
千
円
／
チ
ー
ム

　
小
中
高
校
生
　
五
百
円
／
チ
ー
ム

■
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
社
会
教
育
課
（
☎
７
６
‐
３
８
２
３
）

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
掲
載
し
て
い
る
行
事·

相
談
会
な
ど
が
延
期
ま
た
は
中
止
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

各
種
相
談
（
相
談
無
料
）

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

　
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護

委
員
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
に
関
す
る
ご

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
と
　き
　
12
月
６
日
㈫

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ

　
九
重
町
役
場
　
３
階
３
０
２
会
議
室

■
内
　容
　差
別
を
受
け
た
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
侵
害
を
受
け
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
誹
謗
中
傷
さ
れ
た
等

■
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
（
☎
７
６
‐
３
８
０
０
）

年
金
相
談
日

■
と
　き
　
12
月
21
日
㈬

■
と
こ
ろ
　

　
九
重
町
役
場 

１
階
１
０
１
会
議
室

■
そ
の
他
　
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
日

田
年
金
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
日
田
年
金
事
務
所

　（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
６
１
７
４
）

精
神
保
健
福
祉
相
談(

こ
こ
ろ
の
相
談
）

■
と
　き
　
12
月
８
日
㈭
　
午
後
２
時
～

■
と
こ
ろ
　
玖
珠
総
合
庁
舎
　
３
階

■
内
　容
　

　
う
つ
病
や
認
知
症
等
の
本
人
及
び
家
族

等
に
対
す
る
専
門
医
に
よ
る
医
療
相
談

■
相
談
料
　
無
料

■
そ
の
他

　
前
日
午
前
中
ま
で
に
事
前
予
約
必
要

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
県
西
部
保
健
所
　
地
域
保
健
課

　（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
３
１
３
３
）

大
分
県
交
通
事
故
相
談

【
電
話·

面
接
相
談
】

■
と
　き
　
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
、

　
振
替
休
日
、
年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

　
午
後
１
時
～
午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ
　
大
分
県
庁
　
別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ
　
交
通
事
故
相
談
所

　（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

　（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
１
６
６
）

【
巡
回
相
談
〔
予
約
制
〕】

■
と
　き
　
12
月
13
日
㈫

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ
　
県
西
部
振
興
局

　（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
２
２
０
０
）

行
政
書
士
会
日
田
支
部
無
料
相
談
会

■
と
　き
　
12
月
１
日
㈭

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
　

　
九
重
町
役
場
　
３
階
３
０
２
会
議
室

■
内
　容
　

　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許
認
可
申

請
、
技
能
実
習
等
外
国
人
雇
用
等

■
お
問
い
合
わ
せ
　

大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部

（
☎
０
９
０
‐
８
２
８
９
‐
４
６
６
４
）

お
知
ら
せ

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
・

登
録
申
請
相
談
会

■
と
　き
　
11
月
17
日
㈭
・
30
日
㈬

　
12
月
１
日
㈭
・
２
日
㈮
・
５
日
㈪
・

　
７
日
㈬
・
９
日
㈮
・
13
日
㈫
・
14
日
㈬
・

　
15
日
㈭
・
20
日
㈫
・
21
日
㈬
・
22
日
㈭

※
各
日
２
回
開
催
（
①
午
前
10
時
～
12
時
、

②
午
後
２
時
～
４
時
）

■
と
こ
ろ
　
日
田
税
務
署

■
申
込
方
法
　日
田
税
務
署
に
電
話
で
申

込
み
（
事
前
予
約
制
）

■
お
問
い
合
わ
せ
　

　
日
田
税
務
署
　
※
自
動
音
声
案
内

　（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
２
１
３
６
）

年
末
調
整
で
お
困
り
の
と
き
は

〝
ふ
た
ば
〟に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　年
末
調
整
に
関
す
る
疑
問
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
税
務
相
談
チ
ャッ
ト
ボ
ッ
ト
の

「
税
務
職
員
ふ
た
ば
」
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
お
問
合
せ
内
容
を
メ
ニュ
ー
か
ら
選
択

す
る
か
、
文
字
を
入
力
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
を
活
用
し
て
自

動
で
お
答
え
し
ま
す
。
土
日
・
夜
間
で
も

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
詳
し
く
は
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
チ
ャッ
ト
ボ
ッ
ト
（
ふ

た
ば
）
に
質
問
す
る
」
へ
！

■
お
問
い
合
わ
せ
　

　
日
田
税
務
署

　
※
自
動
音
声
案
内

　（
☎
０
９
７
３
‐

　
　
２
３
‐
２
１
３
６
）

▲ＨＰ
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歌の風景―あなたの好きな歌は？

　新刊・新着図書案内　～秋の匂いがします。季節の匂いと、そして季節の音が聞こえます。静かな里の秋の音～

●児童図書・コミック
おイモだ、ほい！ 服部千春
びんにいれてごらん デボラ・マルセロ
二平方メートルの世界で 前田海音
こどもに聞かせる一日一話「母の友」特選童話集
なりたい！が見つかるお仕事図鑑 朝日新聞出版
銭天堂（１８） 廣瀬玲子
はじめの一歩（１３３～１３５） 森川ジョージ
クレヨンしんちゃん（１２） 臼井儀人＆ＵＹスタジオ
シュナの旅 宮崎駿
深夜食堂２５ 安倍夜郎　その他多数
●一般図書
本所おけら長屋（１９） 畠山健二
銀の玉簪（八丁堀強妻シリーズ２） 岡本さとる
妙麟 赤神諒
生命（いのち）の略奪者（天久鷹央シリーズ１３） 知念実希人
乱鴉の空（弥勒シリーズ１１） あさのあつこ
その本は 又吉直樹
浅草ルンタッタ 劇団ひとり
レッドゾーン 夏川草介
競争の番人（２） 新川帆立

家裁調査官・庵原かのん 乃南アサ
新！店長がバカすぎて 早見和真
人生最大の失敗 野原広子
シルバー川柳１２「特売日手押し車でかっ飛ばす」 全国有料老人ホーム協会
22 世紀の民主主義 成田悠輔
ほんとうの定年後「小さな仕事」が日本社会を救う 坂本貴志
４０歳からは自由に生きる 池田清彦
知らないと後悔する日本が侵攻される日 佐藤正久
就職力で選ぶ大学２０２３
新大学受験案内２０２３年度版 東進ハイスクール
スマホで簡単！楽天証券のはじめ方
決定版！年金で得する本 井戸美枝
業界地図＆給料ランキング２０２３年版 鈴木貴博
こわいほど自分の強みがわかる！すごい手相学 寺島みさお
名医が教えるうつを消す習慣 清水栄司
犯罪心理学者が教える子どもを呪う言葉・救う言葉 出口保行

「好きなこと」だけやって寿命を延ばす！８０代を生きるコツ 和田秀樹
藤井恵のちょっと具合のわるいときの食事 藤井恵
脱マンネリごはん あべし
美しい日本へ花絶景の旅
誰でもおしゃれにプロっぽくスマホ１台で動画制作はじめます！ JEMMA
アイデアと工夫がいっぱい！ＤＩＹの庭づくり その他多数

　ほんの森1１月号　平日	午前10時〜午後６時　土・日	午前９時〜午後５時　月・祝	休み　九重町図書館	☎	76−3888

〇「おはなし会」 毎月第 2 土曜日
　　   （10 時 30 分 ~11 時）
　11 月の担当グループは

「スター」 のみなさんでし
た。12 月は「ぷちトマト」

（12/10 予 定 ） の みなさ
んです。コロナ対策として
読み手のボランティアさんと
の間にアクリル板を置いて
開催しています。 ▲おはなし会で読んだ本 ▲ 10 月おはなし会の様子

▼ユーミン（松任谷由実さん）のデビュー 50 周年を記念して小説集
『YUMING TRIBUTE STORIES ／川上弘美・柚木麻子・綿矢り
さ・江國香織・桐野夏生・小池真理子・著』が出ました。名曲のタイト
ルから 6 人の女性作家が新たに奏でる小説のハーモニーをどうぞ♪そし
て、昭和から今に至るまで活躍し続けている女性シンガーソングライター
のもう1 人の巨頭、中島みゆきさんも今年、詩集が出版されました。『に
ほんの詩集 中島みゆき詩集／角川書店・刊』です。歌や印象が対照的
なお二人ですが、金子みすゞ の詩のように「みんなちがって、みんないい。」
のです。メロディーはないけれど文字を追うだけで曲が頭の中に流れてきます。

▼歌には不思議な力があります。情景が浮かんできて、その場面を覗いている感覚があった
り、歌の季節や、匂いも感じることができたり…しませんか？国語学者の金田一春彦氏は、
会う方々に「あなたの好きな童謡、唱歌は何ですか？」と質問していたそうです。その中で、
上皇后陛下（当時は皇后陛下）がお答えになったのは…「朧月夜」と「冬景色」でした（『消
えた歌の風景～懐かしい 21 の童謡・唱歌～／内館牧子・著』より）。お聞きした金田一氏
ならずとも、ポン！とひざを打ちたくなります。どちらも日本画を見ているような美しい情景の歌
詞です。歌から見えてくる、日本人の生き方や懐かしい景色を内館牧子がつづるこの本には
パート2もあります。全て歌詞付き、装丁も挿絵も美しい本です。「日本人チームのお返し」

（パート1 の 14 頁～）にはきっと胸が熱くなります。歌い継いでほしい古きよき歌があります。
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●　暮らしの情報

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

男
女
が
共
に
輝
く
地
域
セ
ミ
ナ
ー

■
と
　き
　
12
月
１
日
㈭

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

■
と
こ
ろ
　
九
重
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
２
階
大
会
議
室

■
講
　演
　こ
れ
か
ら
の
片
付
け
生
活

　
　
～
男
女
が
と
も
に
輝
く
た
め
に
～

■
講
　師

　
く
ら
し
ソ
ム
リ
エ
　
藤
田
郁
子
さ
ん

■
申
込
期
限
　11
月
25
日
㈮

■
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
社
会
教
育
課
（
☎
７
６
‐
３
８
２
３
）

第
32
回
こ
こ
の
え
ス
コ
ヤ
カ
ス
ポ
ー
ツ

大
会（
駅
伝
の
部
）参
加
者
募
集

■
と
　き
　
12
月
４
日
㈰
　
午
前
10
時
～

■
と
こ
ろ
　
活
き
い
き
ラ
ン
ド
周
辺

　
　
　
　
　
８
区
間
　
全
長
約
10
㎞

■
申
込
期
限
　11
月
28
日
㈪
ま
で

■
参
加
費
　一
般
　
千
円
／
チ
ー
ム

　
小
中
高
校
生
　
五
百
円
／
チ
ー
ム

■
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
社
会
教
育
課
（
☎
７
６
‐
３
８
２
３
）

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
掲
載
し
て
い
る
行
事·

相
談
会
な
ど
が
延
期
ま
た
は
中
止
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

各
種
相
談
（
相
談
無
料
）

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

　
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護

委
員
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
に
関
す
る
ご

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
と
　き
　
12
月
６
日
㈫

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ

　
九
重
町
役
場
　
３
階
３
０
２
会
議
室

■
内
　容
　差
別
を
受
け
た
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
侵
害
を
受
け
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
誹
謗
中
傷
さ
れ
た
等

■
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
（
☎
７
６
‐
３
８
０
０
）

年
金
相
談
日

■
と
　き
　
12
月
21
日
㈬

■
と
こ
ろ
　

　
九
重
町
役
場 

１
階
１
０
１
会
議
室

■
そ
の
他
　
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
日

田
年
金
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
日
田
年
金
事
務
所

　（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
６
１
７
４
）

精
神
保
健
福
祉
相
談(

こ
こ
ろ
の
相
談
）

■
と
　き
　
12
月
８
日
㈭
　
午
後
２
時
～

■
と
こ
ろ
　
玖
珠
総
合
庁
舎
　
３
階

■
内
　容
　

　
う
つ
病
や
認
知
症
等
の
本
人
及
び
家
族

等
に
対
す
る
専
門
医
に
よ
る
医
療
相
談

■
相
談
料
　
無
料

■
そ
の
他

　
前
日
午
前
中
ま
で
に
事
前
予
約
必
要

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
県
西
部
保
健
所
　
地
域
保
健
課

　（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
３
１
３
３
）

大
分
県
交
通
事
故
相
談

【
電
話·

面
接
相
談
】

■
と
　き
　
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
、

　
振
替
休
日
、
年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

　
午
後
１
時
～
午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ
　
大
分
県
庁
　
別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ
　
交
通
事
故
相
談
所

　（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

　（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
１
６
６
）

【
巡
回
相
談
〔
予
約
制
〕】

■
と
　き
　
12
月
13
日
㈫

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ
　
県
西
部
振
興
局

　（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
２
２
０
０
）

行
政
書
士
会
日
田
支
部
無
料
相
談
会

■
と
　き
　
12
月
１
日
㈭

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
　

　
九
重
町
役
場
　
３
階
３
０
２
会
議
室

■
内
　容
　

　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許
認
可
申

請
、
技
能
実
習
等
外
国
人
雇
用
等

■
お
問
い
合
わ
せ
　

大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部

（
☎
０
９
０
‐
８
２
８
９
‐
４
６
６
４
）

お
知
ら
せ

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
・

登
録
申
請
相
談
会

■
と
　き
　
11
月
17
日
㈭
・
30
日
㈬

　
12
月
１
日
㈭
・
２
日
㈮
・
５
日
㈪
・

　
７
日
㈬
・
９
日
㈮
・
13
日
㈫
・
14
日
㈬
・

　
15
日
㈭
・
20
日
㈫
・
21
日
㈬
・
22
日
㈭

※
各
日
２
回
開
催
（
①
午
前
10
時
～
12
時
、

②
午
後
２
時
～
４
時
）

■
と
こ
ろ
　
日
田
税
務
署

■
申
込
方
法
　日
田
税
務
署
に
電
話
で
申

込
み
（
事
前
予
約
制
）

■
お
問
い
合
わ
せ
　

　
日
田
税
務
署
　
※
自
動
音
声
案
内

　（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
２
１
３
６
）

年
末
調
整
で
お
困
り
の
と
き
は

〝
ふ
た
ば
〟に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　年
末
調
整
に
関
す
る
疑
問
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
税
務
相
談
チ
ャッ
ト
ボ
ッ
ト
の

「
税
務
職
員
ふ
た
ば
」
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
お
問
合
せ
内
容
を
メ
ニュ
ー
か
ら
選
択

す
る
か
、
文
字
を
入
力
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
を
活
用
し
て
自

動
で
お
答
え
し
ま
す
。
土
日
・
夜
間
で
も

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
詳
し
く
は
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
チ
ャッ
ト
ボ
ッ
ト
（
ふ

た
ば
）
に
質
問
す
る
」
へ
！

■
お
問
い
合
わ
せ
　

　
日
田
税
務
署

　
※
自
動
音
声
案
内

　（
☎
０
９
７
３
‐

　
　
２
３
‐
２
１
３
６
）

▲ＨＰ
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今
月
の
推
薦
句

佳
作
　二
十
五
席

『がんばれ！新米消防士！』　問　玖珠消防署　警防係　☎ 72ー2141

　今年４月に新しく採用された新人職員４名が半年間の消防学校教育を終えて、１０月から
日田消防署に配属されました。
　今回、新人４名の内、九重町出身の「甲斐翔也」さんを紹介します。

　九重町南山田出身の甲斐翔也です。小さなころからの
夢が叶い、今年４月から日田玖珠広域消防本部の消防
士となることが出来ました。
　現在は、日田消防署で先輩方に厳しく指導していた
だきながら訓練に励んでいます。
　一日でも早く一人前の消防士になれるよう努力し、
地元のために貢献していきたいと思います。 
　よろしくお願いします。
●年齢・・・２２歳　　●出身・・・九重町南山田

こちら
119番

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
は
、
作
り
話
、
創
作
。
貧
ぶ
る
よ
う
に
読
む
本

が
ど
ん
な
も
の
か
少
し
気
に
な
り
ま
す
。

ご
高
齢
と
思
わ
れ
る
作
者
の
秋
の
夜
長
の
過
ご
し
方
に
感
服
で
す
。

 

上
五
で
そ
れ
な
り
に
お
歳
を
召
し
て
い
る
こ
と
が
想
像
で
き

ま
す
が
、
中
七
で
ま
だ
ま
だ
頑
張
る
と
い
う
作
者
の
意
欲
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
美
し
い
秋
の
夕
焼
け
で
す
。

爽
籟
は
秋
風
の
こ
と
。
古
今
和
歌
集
の
「
秋
来
ぬ
と
目
に
は

さ
や
か
に
見
え
ね
ど
も
…
」
秋
風
と
は
気
付
か
ぬ
風
に
感
じ
る

愁
意
の
こ
と
。
下
五
の
「
影
二
つ
」
に
ど
ん
な
カ
ッ
プ
ル
だ
ろ

う
と
想
像
が
広
が
り
ま
す
。

　「
鳳
仙
花
」
は
秋
の
季
語
。

花
び
ら
が
柔
ら
か
く
汁
を
含

む
の
で
女
の
子
が
こ
れ
を
爪

に
染
め
て
遊
ん
だ
こ
と
か
ら

「
爪せ
ん
し
そ
う

染
草
」
と
も
。
花
が
終

わ
る
と
蒴さ
く
か果
を
結
び
自
然
に

弾
け
ま
す
。

　
中
七
の
「
あ
の
日
あ
の
時
」

は
作
者
の
少
女
時
代
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

 

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
貪
む
さ
ぼ
る
如
く
秋
の
夜

秋
コ
キ
ア
亡は

は

母
と
眺
め
し
茜
色 

香
　
澄

刈
田
原
男
ひ
と
り
の
通
る
畦 

豊
　
國

寄
進
札
仰
ぐ
男
女
や
神
の
留
守 

紀
久
子

新
米
の
炊
き
上
が
る
香
の
目
覚
め
か
な 

ム
ツ
子

秋
の
虹
ひ
と
り
よ
が
り
の
恋
心 

末
　
子

晩
年
の
男
は
無
口
秋
刀
魚
焼
く 

泉
　
渓

中
央
線
真
っ
直
ぐ
延
び
て
秋
の
空 

律
　
子

秋
幾
年
五
穀
豊
穣
里
の
宮 

桐
　
友

秋
深
し
少
し
濃
い
め
の
玉
露
か
な 

八
千
子

何
も
か
も
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
や
冬
間
近 

重
　
吉

伝
言
の
文
字
美
し
き
葉
月
か
な 

ヨ
ウ
子

大
花
野
八
十
路
女
の
居
場
所
あ
り 

則
　
子

部
屋
中
に
居
座
る
冬
日
至
福
な
り 

純
　
子

山
彦
の
谺
こ
だ
ま

帰
ら
じ
友
の
秋 

一
　
主

わ
が
夢
を
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の
旅
に
乗
せ 

恵
　
子

値
上
が
り
の
秋
刀
魚
一
匹
買
う
日
か
な 

左
世
美

里
山
の
守
り
神
ら
も
紅
葉
狩 

春
　
蘭

馬
貞
墓
地
触
れ
て
ひ
ん
や
り
苔
の
径 

勝
　
子

忘
れ
た
い
忘
れ
得
ず
し
て
秋
思
か
な 

好
　
美

毒
あ
り
て
な
お
紅
く
れ
な
いに
ま
ゆ
み
の
実 

次
　
江

秋
刀
魚
焼
く
煙
の
中
の
ひ
と
り
か
な 

良
　
子

老
い
て
な
お
枯
れ
葉
の
ワ
ル
ツ
ブ
ー
ツ
買
う 

ト
シ
子

秋
月
と
ふ
た
り
っ
き
り
の
夜
更
け
か
な 

文
　
子

霜
柱
小
石
持
ち
上
げ
リ
フ
テ
ィ
ン
グ 

ヤ
ス
コ

草
む
ら
の
芒
の
穂
波
夏
忍
ぶ 

玲
　
子

杖
を
つ
き
鎌
を
片
手
に
夕
焼
け
る

爽そ
う
ら
い籟
の
耳
貸
す
ベ
ン
チ
影
ふ
た
つ

鳳
仙
花
あ
の
日
あ
の
時
弾
け
去
る
　
　
野
木
チ
ズ
子

小
野
　
恒
巳

時
松
　
干
城

高
倉
　
直
人

鳳ほ
う
せ
ん
か

仙
花

（
選
者・評
）
錦き
ん
し
ゅ
う秋は
、紅
葉
が
錦
の
織
物
の
よ
う
に
美
し
い
秋
を
意
味
し
ま
す
。

そ
ん
な
季
節
を
迎
え
、
作
句
に
も
つ
い
力
が
入
り
ま
す
。
推
薦
三
句
は
、
深
ま

り
ゆ
く
秋
を
実
感
す
る
佳
い
句
で
す
。
巻
頭
の
「
鳳
仙
花
」
の
句
も
叙
情
が

溢
れ
ま
す
。
さ
て
、来
号
は
も
う
「
晩
秋
」
少
し
寂
し
い
季
節
を
迎
え
ま
す
が
、

ま
た
元
気
な
投
句
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

（
こ
ご
り
ゅ
う
し
ょ
う
）

十
二
月
号
の
締
め
切
り
は
十
一
月
二
十
五
日（
金
）で
す
。

第一回やまなみ牧場俳句大賞（十一月十五日締めきり）
詳しくは「やまなみ牧場」７３（００８０）へ。俳句募集のお知らせ

時 記歳

読 者 俳 句
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暮らしの情報　●

■
と
こ
ろ
　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
）

■
内
　容
　
参
加
者
の
気
持
ち
の
分
か
ち

合
い
を
し
ま
す

■
参
加
料
　
無
料
（
事
前
申
込
必
要
）

■
申
込
締
切
　
11
月
24
日
㈭

■
お
問
い
合
わ
せ
　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か

ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９
０
）

第
３
回
大
分
大
学
医
学
部
附
属

病
院
市
民
公
開
講
座

■
テ
ー
マ

　最
新
の
小
児
１
型
糖
尿
病
の
管
理

■
と
　き
　
12
月
18
日
㈰

　
　
　
　
　
午
後
２
時
～
午
後
３
時
30
分

■
と
こ
ろ
　

　
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分

■
参
加
料
　
無
料

■
参
加
方
法
　Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ

　
　
　
　
　
　（
事
前
申
込
が
必
要
）

■
定
　員
　
先
着
30
名（
１
家
族
３
名
ま
で
）

■
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
大
学
医
学
部
附
属
病
院
総
務
課

　（
☎
０
９
７
‐
５
８
６
‐
５
１
１
２
）

令
和
５
年
度
大
学
奨
学
生
募
集

■
出
願
資
格

・
保
護
者
等
が
大
分
県
内
に
住
所
を
有
す

る
者

診
療
費
の
減
免
事
業

　
済
生
会
日
田
病
院
は
、
社
会
福
祉
法
人

の
病
院
と
し
て
、
経
済
的
理
由
で
診
療
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
々
を
対
象
に
、
無

料
又
は
低
額
診
療
事
業
を
行
って
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
市
町
村
県
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
や
「
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
減
額
認
定
証
」
の
適
用

を
受
け
て
い
る
方
、ま
た
「
就
学
援
助
制
度
」

の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
、
あ
る
い
は
低
所

得
等
の
生
計
困
難
な
方
で
、
診
療
費
の
支

払
い
に
つ
い
て
心
配
が
あ
る
場
合
は
、
ま
ず

済
生
会
日
田
病
院
の
医
療
相
談
員
へ
ご
相
談

下
さ
い
。
関
係
機
関
の
証
明
書
、
認
定
書
、

通
知
書
等
で
状
況
を
確
認
の
上
、
診
療
費

の
減
免
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
他
医
療
機
関
を
受
診
中
の
方
は
、

担
当
医
と
御
相
談
の
上
、
紹
介
状
を
持
参

し
て
下
さ
い
。

■
診
療
科
目
　済
生
会
日
田
病
院
で
行
っ

て
い
る
診
療
科
目
の
す
べ
て

■
お
問
い
合
わ
せ
　
済
生
会
日
田
病
院

　（
☎
０
９
７
３
‐
２
４
‐
１
１
０
０
）

　
※
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　
ご
遺
族
が
少
し
で
も
こ
こ
ろ
の
安
ら
ぎ
を

取
り
戻
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
い
、
つ
ど
い

を
開
催
し
ま
す
。
参
加
希
望
者
は
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

■
対
　象
　大
切
な
方
を
自
死
で
亡
く
さ

れ
た
ご
遺
族

■
と
　き
　
12
月
１
日
㈭

　
　
　
　
　
午
後
２
時
～
午
後
４
時

試
験·

講
習
会

県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

令
和
４
年
度
訓
練
生
募
集（
前
期
）

【
オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
科
】

■
訓
練
内
容
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
基
礎
知

識
と
応
用
技
術
及
び
ワ
ー
プ
ロ
、
簿
記
、

会
計
等
の
事
務
処
理

■
定
　員
　
20
人

■
対
象
者
　
令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
18

歳
～
39
歳
の
方
、
離
職
転
職
者
、
新
規
高

等
学
校
卒
業
予
定
者

【
ガ
ー
デ
ン
エ
ク
ス
テ
リ
ア
科
】

■
訓
練
内
容
　庭
園
及
び
公
園
の
築
造
を

中
心
に
緑
地
管
理
、
樹
木
の
せ
ん
定
、
花

き
園
芸
及
び
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
等

■
定
　員
　20
人

■
対
象
者
　離
職
転
職
者
、
新
規
高
等
学

校
卒
業
予
定
者

【
共
通
項
目
】

■
授
業
料
　
無
料
（
入
校
時
に
教
科
書
等

の
実
費
が
必
要
）

■
募
集
期
間
　
11
月
28
日
㈪
～
令
和
５
年

１
月
12
日
㈭
ま
で

■
入
校
試
験
　
１
月
15
日
㈰

■
訓
練
期
間
　
１
年
間
（
４
月
入
校
）

■
申
込
方
法
　

　各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
職
業
相
談
を
受
け

た
の
ち
、
願
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

　（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
０
７
８
９
）

２
月
受
講
生
募
集

（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

■
募
集
コ
ー
ス
　

　
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
活
用
科

　
溶
接
施
工
技
術
科

　
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科

　
設
備
技
術
科

■
募
集
期
間
　

　
12
月
１
日
㈭
～
12
月
28
日
㈬

■
訓
練
期
間
　

　
令
和
５
年
２
月
３
日
㈮
～
７
月
27
日
㈭

■
そ
の
他
　

　
12
月
13
日
㈫
・
20
日
㈫
　
説
明
会
実
施

■
お
問
い
合
わ
せ
　

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

　（
☎
０
９
７
‐
５
２
９
‐
８
６
１
５
）

▲申込先
二次元コード

・
大
学
（
通
信
に
よ
り
教
育
を
行
う
課
程
、

別
科
、
専
攻
科
、
大
学
院
を
除
く
）
及
び

短
期
大
学
に
在
学
ま
た
は
進
学
を
希
望
す

る
者
で
基
準
を
満
た
す
者

■
出
願
期
間
　12
月
28
日
㈬
ま
で

■
貸
与
期
間
　令
和
５
年
４
月
か
ら
在
学

す
る
学
校
の
正
規
の
最
短
修
業
期
間

■
特
　徴
　奨
学
金
は
無
利
子
の
貸
与
。

申
込
者
の
中
か
ら
里
見
奨
学
金
（
給
付
）

に
推
薦
。
文
系
学
部
、
理
工
系
学
部
問
わ

ず
（
但
し
、
医
学
部
、
薬
学
部
国
家
試
験

課
程
除
く
）

■
そ
の
他
　貸
与
月
額
等
に
つ
い
て
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
お
問
い
合
わ
せ

　
公
益
財
団
法
人
大
分
県
奨
学
会

　（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
６
２
０
）

▲ＨＰ
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今
月
の
推
薦
句

佳
作
　二
十
五
席

『がんばれ！新米消防士！』　問　玖珠消防署　警防係　☎ 72ー2141

　今年４月に新しく採用された新人職員４名が半年間の消防学校教育を終えて、１０月から
日田消防署に配属されました。
　今回、新人４名の内、九重町出身の「甲斐翔也」さんを紹介します。

　九重町南山田出身の甲斐翔也です。小さなころからの
夢が叶い、今年４月から日田玖珠広域消防本部の消防
士となることが出来ました。
　現在は、日田消防署で先輩方に厳しく指導していた
だきながら訓練に励んでいます。
　一日でも早く一人前の消防士になれるよう努力し、
地元のために貢献していきたいと思います。 
　よろしくお願いします。
●年齢・・・２２歳　　●出身・・・九重町南山田

こちら
119番

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
は
、
作
り
話
、
創
作
。
貧
ぶ
る
よ
う
に
読
む
本

が
ど
ん
な
も
の
か
少
し
気
に
な
り
ま
す
。

ご
高
齢
と
思
わ
れ
る
作
者
の
秋
の
夜
長
の
過
ご
し
方
に
感
服
で
す
。

 

上
五
で
そ
れ
な
り
に
お
歳
を
召
し
て
い
る
こ
と
が
想
像
で
き

ま
す
が
、
中
七
で
ま
だ
ま
だ
頑
張
る
と
い
う
作
者
の
意
欲
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
美
し
い
秋
の
夕
焼
け
で
す
。

爽
籟
は
秋
風
の
こ
と
。
古
今
和
歌
集
の
「
秋
来
ぬ
と
目
に
は

さ
や
か
に
見
え
ね
ど
も
…
」
秋
風
と
は
気
付
か
ぬ
風
に
感
じ
る

愁
意
の
こ
と
。
下
五
の
「
影
二
つ
」
に
ど
ん
な
カ
ッ
プ
ル
だ
ろ

う
と
想
像
が
広
が
り
ま
す
。

　「
鳳
仙
花
」
は
秋
の
季
語
。

花
び
ら
が
柔
ら
か
く
汁
を
含

む
の
で
女
の
子
が
こ
れ
を
爪

に
染
め
て
遊
ん
だ
こ
と
か
ら

「
爪せ
ん
し
そ
う

染
草
」
と
も
。
花
が
終

わ
る
と
蒴さ
く
か果
を
結
び
自
然
に

弾
け
ま
す
。

　
中
七
の
「
あ
の
日
あ
の
時
」

は
作
者
の
少
女
時
代
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

 

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
貪
む
さ
ぼ
る
如
く
秋
の
夜

秋
コ
キ
ア
亡は
は

母
と
眺
め
し
茜
色 

香
　
澄

刈
田
原
男
ひ
と
り
の
通
る
畦 

豊
　
國

寄
進
札
仰
ぐ
男
女
や
神
の
留
守 

紀
久
子

新
米
の
炊
き
上
が
る
香
の
目
覚
め
か
な 

ム
ツ
子

秋
の
虹
ひ
と
り
よ
が
り
の
恋
心 

末
　
子

晩
年
の
男
は
無
口
秋
刀
魚
焼
く 

泉
　
渓

中
央
線
真
っ
直
ぐ
延
び
て
秋
の
空 

律
　
子

秋
幾
年
五
穀
豊
穣
里
の
宮 

桐
　
友

秋
深
し
少
し
濃
い
め
の
玉
露
か
な 

八
千
子

何
も
か
も
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
や
冬
間
近 

重
　
吉

伝
言
の
文
字
美
し
き
葉
月
か
な 

ヨ
ウ
子

大
花
野
八
十
路
女
の
居
場
所
あ
り 

則
　
子

部
屋
中
に
居
座
る
冬
日
至
福
な
り 

純
　
子

山
彦
の
谺
こ
だ
ま

帰
ら
じ
友
の
秋 

一
　
主

わ
が
夢
を
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の
旅
に
乗
せ 

恵
　
子

値
上
が
り
の
秋
刀
魚
一
匹
買
う
日
か
な 

左
世
美

里
山
の
守
り
神
ら
も
紅
葉
狩 

春
　
蘭

馬
貞
墓
地
触
れ
て
ひ
ん
や
り
苔
の
径 

勝
　
子

忘
れ
た
い
忘
れ
得
ず
し
て
秋
思
か
な 

好
　
美

毒
あ
り
て
な
お
紅
く
れ
な
いに

ま
ゆ
み
の
実 

次
　
江

秋
刀
魚
焼
く
煙
の
中
の
ひ
と
り
か
な 

良
　
子

老
い
て
な
お
枯
れ
葉
の
ワ
ル
ツ
ブ
ー
ツ
買
う 

ト
シ
子

秋
月
と
ふ
た
り
っ
き
り
の
夜
更
け
か
な 

文
　
子

霜
柱
小
石
持
ち
上
げ
リ
フ
テ
ィ
ン
グ 

ヤ
ス
コ

草
む
ら
の
芒
の
穂
波
夏
忍
ぶ 

玲
　
子

杖
を
つ
き
鎌
を
片
手
に
夕
焼
け
る

爽そ
う
ら
い籟
の
耳
貸
す
ベ
ン
チ
影
ふ
た
つ

鳳
仙
花
あ
の
日
あ
の
時
弾
け
去
る
　
　
野
木
チ
ズ
子

小
野
　
恒
巳

時
松
　
干
城

高
倉
　
直
人

鳳ほ
う
せ
ん
か

仙
花

（
選
者・評
）
錦き
ん
し
ゅ
う秋は
、紅
葉
が
錦
の
織
物
の
よ
う
に
美
し
い
秋
を
意
味
し
ま
す
。

そ
ん
な
季
節
を
迎
え
、
作
句
に
も
つ
い
力
が
入
り
ま
す
。
推
薦
三
句
は
、
深
ま

り
ゆ
く
秋
を
実
感
す
る
佳
い
句
で
す
。
巻
頭
の
「
鳳
仙
花
」
の
句
も
叙
情
が

溢
れ
ま
す
。
さ
て
、来
号
は
も
う
「
晩
秋
」
少
し
寂
し
い
季
節
を
迎
え
ま
す
が
、

ま
た
元
気
な
投
句
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

（
こ
ご
り
ゅ
う
し
ょ
う
）

十
二
月
号
の
締
め
切
り
は
十
一
月
二
十
五
日（
金
）で
す
。

第一回やまなみ牧場俳句大賞（十一月十五日締めきり）
詳しくは「やまなみ牧場」７３（００８０）へ。俳句募集のお知らせ

時 記歳

読 者 俳 句
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マイナンバーカード申請は
今がチャンスです！！

　現在の健康保険証は、令和６年秋に
廃止され、マイナンバーカードと一体
化される予定です。
　最大２０，０００円分のマイナポイント
が手に入る今年１２月までのマイナン
バーカード申請をお勧めします！！

広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。

広報ここのえは、UD文字を使用しています。

11
月
号

令
和

４
年

11月
17日

発
行（

通
巻

798号
）

発
行

・
九

重
町

役
場

企
画

調
整

課
〒

879 -4895　
大

分
県

玖
珠

郡
九

重
町

大
字

後
野

上８番
地

の１
☎

 0973 -76 -2111 
印

刷・株
式

会
社

佐
伯
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月 日 医院名 市町 電話番号
11月 20日 矢 原 医 院 野 上 77-6121  11月 20日 川 津 歯 科 医 院 日田市 0973-24-6347

23日 荒 木 医 院 森 72-2466  23日 麻 生 歯 科 医 院 右 田 76-2310
27日 北山田クリニック 北山田 73-2030  27日 アップル歯科医院 日田市 0973-24-7710

12月 4日 長内科小児科胃腸科医院 春日町 72-2143  12月 4日 石 松 朗 歯 科 医 院 日田市 0973-24-3718
11日 玖 珠 記 念 病 院 塚 脇 72-1127  11日 井 上 歯 科 医 院 右 田 77-6851
18日 麻生消化器科内科 山 田 72-7100  18日 またけ歯科クリニック 日田市 0973-28-7688
25日 友成（町田）医院 町 田 78-8811  25日 中 村 歯 科 医 院 日田市 0973-23-2228
29日 井 上 医 院 恵 良 76-2711  29日 樋口歯科クリニック 日田市 0973-22-8881
30日 三池循環器内科クリニック 塚 脇 72-6101  30日 井上第２歯科医院 玖珠町 72-5983
31日 友成（塚脇）医院 塚 脇 72-0330  31日 井上歯科医院（日田） 日田市 0973-22-3305

< 発熱や風邪などの症状があるときの受診方法について >
◎「かかりつけ医など身近な医療機関」に電話で相談のうえ受診してください
◎かかりつけ医がいない場合、診療時間外の場合　　　受診相談センター（24時間対応）　☎ 0 9 7 - 5 0 6 - 2 7 5 5

★都合で変更する場合があります。

急な病気、心の不調、育児、
介護などご相談ください●ここのえ健康ダイヤル　　　0120-511-658 (24時間年中無休無料健康相談) 

フリーダイヤル
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３歳仲

な か ま
摩 悠

ゆ う じ ろ う
次郎 さん

（保護者：仲
な か ま

摩 慎
し ん た ろ う

太郎）
３歳

１歳~３歳の誕生日を迎える、九重町に住所があるお子さんが対象です。
詳しくは九重町ホームページをご覧ください。

問 企画調整課 ( ☎ 76-3807)

12月がお誕生日のお子さん
:11月28日（月）まで

１月がお誕生日のお子さん
:12月22日（木）まで

応募締切

▲応募フオーム ▲九重町ＨＰ

町の面積／ 271.37㎢　　
町の木／くぬぎ　　
花／ミヤマキリシマ　　
鳥／カッコウ

人 の 動 き
10 月 1 日～ 10 月末日届出分

 人口と世帯
人口 8,774 人 （-29）
男 4,234 人 （-10）
女 4,540 人 （ - 1 9 ）

世帯 3,899 （ - 6 ）
（　）は前月からの増減

出生 （敬称略）

おなまえ 性別 保護者 行政区
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谷 川 洸
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ま さ お み
臣 野上住宅

おめでと
うございます 110 交通安全 2022.10 月末

町内地区別事故発生状況

地区別
人身事故 物損

事故
件数
計死者 負傷者 件数

東飯田 3 2 32 34
野 上 4 3 45 48
飯 田 1 1 2 102 104
南山田 3 1 66 67

計 1 11 8 245 253

弔慰
（敬称略）

お悔やみ申し上げます
おなまえ 年齢 行政区
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